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公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金
に

つ
い
て
は
特
別
会
計
の
平
成

15 22
年

度
決
算
報
告
の
中
で
、
お
お
よ
そ

１
億
５
千
万
円
が
収
入
未
済
額
と

し
て
計
上
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成

年
９
月
議
会
で
の
指
摘
に
よ
る

調
査
の
結
果
、
そ
の
う
ち
１
億
円

余
り
が
時
効
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
た
。

　
平
成

年
６
月

日
に
行
政
か

ら
調
査
報
告
が
あ
り
、
議
会
で
は

平
成

年
７
月
２
日
に
調
査
特
別

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
合
計

回

開
催
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
調

査
し
た
。

①
時
効
消
滅
し
た
受
益
者
負
担
金

の
内
容
・
期
別
・
金
額
・
地
区
名

の
実
態
に
つ
い
て
。

②
決
算
書
の
数
値
の
錯
誤
に
つ
い

て
の
原
因
と
不
明
な
点
の
確
認
。

③
「
賦
課
替
え
」
の
内
容
と
賦
課

替
え
処
分
の
実
態
に
つ
い
て
。

④
負
担
金
や
制
度
の
村
民
へ
の
説

明
・
周
知
の
努
力
に
つ
い
て
。

⑤
歴
代
下
水
道
担
当
課
長
及
び
理

事
者
の
参
考
人
招
致
に
つ
い
て
。

　
白
馬
村
長
に
よ
る
要
求
監
査
の

結
果
報
告
書
、
特
別
委
員
会
の
結

果
や
、
参
考
人
を
招
致
し
て
聞
き

取
っ
た
内
容
か
ら
主
な
こ
と
を
ま

と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

１
．
下
水
道
事
業
計
画
に
つ
い
て

は
、
当
時
、
景
気
回
復
を
目
的
と

し
た
国
の
方
針
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
さ
ら
に
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
が
決
ま
り
環
境
整
備
の
た
め

早
期
に
実
現
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

観
光
地
の
特
性
か
ら
事
業
規
模
は

肥
大
化
し
、
人
口
９
０
０
０
人
で

は
な
く
７
万
人
に
対
応
す
る
施
設

が
求
め
ら
れ
、
家
屋
の
な
い
地
域

間
に
も
下
水
管
が
敷
設
さ
れ
る
な

ど
、
地
方
債
借
入
残
高
が
示
す
よ

う
に
村
の
計
画
は
身
の
丈
に
合
わ

ず
、
受
益
者
負
担
金
の
仕
組
み
も
、

当
初
か
ら
住
民
の
理
解
を
得
て
徴

収
す
る
に
は
か
な
り
無
理
な
状
況

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
住
民
負
担
を
伴
う
事
業
や
大
型

事
業
を
導
入
す
る
際
に
は
政
治
的

な
面
だ
け
で
な
く
、
事
業
の
必
要

性
・
重
要
性
・
負
担
の
応
益
性
と

応
能
性
・
緊
急
性
・
費
用
対
効
果

な
ど
の
面
を
十
分
検
討
し
、
す
べ

て
の
受
益
者
の
理
解
を
得
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

２
．
負
担
金
滞
納
の
要
因
の
一
つ

と
し
て
、
経
済
の
縮
小
が
考
え
ら

れ
る
。
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
前
か
ら
ス
キ
ー
客
の
入
込
数
の

減
少
傾
向
は
始
ま
っ
て
い
た
が
、

終
了
後
は
激
減
し
た
。
観
光
関
係

の
売
り
上
げ
は
軒
並
み
減
少
し
、

宿
泊
施
設
で
は
経
営
が
行
き
詰
ま

る
と
こ
ろ
も
現
れ
た
。
公
共
下
水

道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
賦
課
は
、

経
営
体
の
売
り
上
げ
に
関
係
な
く東部農業集落排水施設の統合工事の開始　４月20日

賦
課
さ
れ
る
た
め
、
固
定
資
産
税

と
同
様
に
滞
納
の
増
加
に
つ
な
が

り
、
受
益
者
負
担
金
を
納
入
す
る

側
の
滞
納
意
識
も
鈍
化
し
て
く
る
。

同
時
に
、
担
当
課
に
お
け
る
滞
納

者
や
滞
納
額
に
対
す
る
意
識
も
同

じ
傾
向
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
こ

れ
は
参
考
人
の
話
の
内
容
か
ら
読

み
と
れ
る
。

３
．
賦
課
替
え
は
、
当
時
の
担
当

課
が
債
権
の
時
効
を
完
成
さ
せ
な

い
た
め
に
、
徴
収
権
を
維
持
し
よ

う
と
し
た
施
策
の
一
つ
で
、
平
成

年
３
月
に
条
例
を
制
定
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
山
林
と
原
野
な
ど
は

賦
課
替
え
と
な
り
、
排
水
設
備
へ

の
接
続
時
に
加
入
分
担
金
を
徴
収

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
受
益

者
負
担
金
の
全
部
ま
た
は
一
部
が

未
納
の
場
合
、
排
水
設
備
に
接
続

し
て
い
な
い
土
地
に
つ
い
て
は
、
　

賦
課
替
え
と
し
て
、
接
続
時
に
加

入
分
担
金
と
し
て
１
平
米
当
た
り

１
３
５
０
円
を
支
払
う
こ
と
が
で

き
る
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
債
権
は
留
保
さ

れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
、
と
委

員
会
で
も
行
政
側
の
答
弁
が
あ
っ

た
。

　
し
か
し
、
現
実
に
賦
課
替
え
を

し
て
調
定
額
を
減
額
し
た
の
は
２
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